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Ａ３０８－３地域包括ケア病棟入院料
（10） 診断群分類点数表に従って診療報酬を算定していた患者が同一保険医療機

関内の地域包括ケア病棟入院料を算定する病棟に転棟した場合については、診断
群分類点数表に定められた入院日Ⅱまでの間、地域包括ケア入院医療管理料を算
定する病室に転室した場合については、診断群分類点数表に定められた入院日Ⅲ
までの間、診断群分類点数表に従って診療報酬を算定する。なお、入院日Ⅱ又は
Ⅲを超えた日以降は、医科点数表に従って当該入院料又は管理料を算定すること
とするが、その算定期間は診療報酬の算定方法にかかわらず、当該病棟又は病室
に最初に入棟又は入室した日から起算して60日間とする。

地域包括ケア病棟の転棟時の算定方法の見直し



問62 区分番号「Ａ３０８－３」地域包括ケア病棟入院料について、診断群分類点数表に従っ

て診療報酬を算定していた患者が、同一の保険医療機関内の他の病棟における地域包括
ケア入院医療管理料を算定する病室に転室する場合に、転室後の診療報酬はどのように
算定すればよいか。

（答）診断群分類点数表に従って診療報酬を算定していた患者が、同一の保険医療機関内
の他の病棟における地域包括ケア入院医療管理料を算定する病室（以下、地域包括ケア
病室という。）に転室する場合の算定方法は、なお従前のとおり。具体的には、同一の保険
医療機関内の他の「一般病棟」における地域包括ケア病室に転室する場合は、診断群分類
点数表に定められた期間Ⅲまでの間、診断群分類点数表に従って算定し、同一の保険医
療機関内の「療養病棟」における地域包括ケア病室に転室する場合は、地域包括ケア入院
医療管理料を算定する。

問４－４ＤＰＣ算定の対象となる病床から区分番号「Ａ３０８－３」地域包括ケア入院医療管
理料を算定する病室に転室した場合は、どのように算定するのか。

（答）転室前に算定していた診断群分類区分によって、当該診断群分類区分における入院

日Ⅲまでの期間は診断群分類点数表により算定すること。（この期間は地域包括ケア入院
医療管理料は算定できない。）また、入院日Ⅲを超えた日以降は、地域包括ケア入院医療
管理料を算定すること。

問４－５ＤＰＣ算定の対象となる病床から区分番号「Ａ３０８－３」地域包括ケア病棟入院料
を算定する病棟に転棟した場合は、どのように算定するのか。

（答）転棟前に算定していた診断群分類区分によって、当該診断群分類区分における入院

日Ⅱまでの期間は診断群分類点数表により算定すること。（この期間は地域包括ケア病棟
入院料は算定できない。）また、入院日Ⅱを超えた日以降は、地域包括ケア病棟入院料を
算定すること。 2

引用：疑義解釈（その１）厚生労働省



DPC対象病棟から自院の地域包括ケア病室・
病棟への転室・転棟時の算定方法の整理
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DPC対象病棟から自院の地域包括ケア病室・病棟に

転室の場合
転棟の
場合

医療法
*地ケア病室・病棟の

特定入院料
DPC対象
病棟

障害者
病棟

#回復期
リハ病棟

療養
病棟

*地ケア
病棟

一般
病床

入院料/管理料 管理料 管理料 管理料 ― 入院料

DPCを算定する
入院期間

Ⅲまで Ⅲまで Ⅲまで ― Ⅱまで

※療養
病床

入院料/管理料 ― ― 管理料 管理料 入院料

DPCは算定しない ― ― ― ― ―

＊地ケア病室・病棟：地域包括ケア病室・病棟
#回復期リハ病棟：回復期リハビリテーション病棟
※医療法上の療養病床の場合、いずれの場合であってもDPC/PDPSでは算定しない。


